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常任委員会の審査報告から

特別委員会の中間報告から
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第
32
号
議
案

府
中
市
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の

手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
36
号
議
案

府
中
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
33
号
議
案

府
中
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

第
37
号
議
案

西
武
鉄
道
多
摩
川
線
多
磨
駅
に
お
け
る
自
由
通
路
整

備
及
び
鉄
道
施
設
改
良
に
関
す
る
施
工
協
定
の
変
更

に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
期
間
満
了
後
の
次
期
運
営
手
法
の
導
入
に
向
け
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
者
と
指
定
管
理
者
を
同
一
の
者
と
す
る
場
合
を
想

定
し
、
関
係
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
の
指
定
管
理
者

の
選
定
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
10
月
か
ら
更
新
す
る
」

「
今
後
、
ル
ミ
エ
ー
ル
府
中
以
外
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
予
定
し
て
い
な
い
が
、
新
た
な
施
設
整

備
事
業
を
実
施
す
る
際
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
民
間
活
力

の
導
入
も
含
め
、
最
も
適
し
た
整
備
手
法
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
同
じ
業
者
の
場
合
に
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

者
と
指
定
管
理
者
に
分
け
て
審
査
を
行
わ
ず
に
済
む
こ
と

で
、
管
理
上
の
手
続
き
を
簡
素
化
、
効
率
化
す
る
本
来
の

考
え
方
に
即
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
解
し
、
本
案
に

賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
軽
減
強
化
の

た
め
の
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
等
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
生
活
保
護
受
給
者
及
び
世

帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
な

ど
、
所
得
段
階
に
お
け
る
第
１
段
階
に
該
当
す
る
者
の
保

険
料
率
の
減
額
に
つ
い
て
、
２
万
２
２
０
０
円
か
ら
１
万

７
１
０
０
円
に
改
め
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
今
後
、
介
護
保
険
料
が
大
き
く
値

上
が
り
す
る
場
合
に
は
、
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
基
金
の

一
部
を
使
い
、
少
し
で
も
保
険
料
の
激
変
緩
和
に
努
め
て

い
き
た
い
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
必

要
な
方
に
し
っ
か
り
届
く
よ
う
な
財
政
管
理
を
行
う
と
と

も
に
、
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
へ
の
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

を
十
分
に
配
慮
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
、
本
案
に
賛

成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
国
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
放
課

後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
に
係
る
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資

格
要
件
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
知
事
ま
た
は
指

定
都
市
の
長
が
行
う
研
修
を
修
了
し
た
者
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
い
た
が
、
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
る
中

核
市
の
長
も
研
修
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
文
言

を
追
加
す
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
民
間
委
託
に
つ
い
て
、
支
援
員
の

確
保
が
、
今
ま
で
以
上
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
見
込
ま

れ
る
た
め
、
進
め
て
い
き
た
い
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
民
間
委
託
に
つ
い
て
は
、
支
援
員
の
欠

員
も
解
消
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
た
め
、
本
案
に
賛
成

す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
平
成
31
年
４
月
に
締
結
し
た
西
武
鉄
道

株
式
会
社
と
の
施
工
協
定
に
つ
い
て
、
協
定
金
額
に
変
更

が
生
じ
た
こ
と
か
ら
協
定
の
一
部
の
変
更
を
行
う
も
の

　
主
な
変
更
内
容
と
し
て
、
「
既
存
構
造
物
の
撤
去
等
に

お
い
て
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
工
事
費
が
増
え
た
こ
と
や

令
和
元
年
に
発
生
し
た
台
風
15
号
及
び
19
号
に
よ
る
大
雨

の
影
響
も
あ
り
、
地
下
水
の
排
水
工
事
及
び
下
水
道
使
用

に
伴
う
費
用
が
掛
か
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
協
定
金
額
の

変
更
を
行
う
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
地
下
水
に
よ
る
工
期
の
遅
れ
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
等
の
影
響
に
よ
り
、

既
存
構
造
物
の
撤
去
や
外
構
工
事
な
ど
は
、
３
年
度
ま
で

続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
駅
の
改
良
等
に
よ
っ
て
、
更
な
る
利
便

性
の
向
上
や
地
域
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う

た
め
、
本
案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

基
地
等
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
同
留
保

地
に
関
わ
る
利
用
計
画
を
令
和
２
年
３
月
に
国
へ
提
出

す
る
と
と
も
に
、
利
用
計
画
に
関
わ
る
今
後
の
課
題
の

対
応
に
つ
い
て
、
現
在
想
定
す
る
用
途
以
外
の
利
用
の

必
要
が
生
じ
た
際
に
は
、
利
用
計
画
の
見
直
し
等
の
相

談
に
応
じ
る
こ
と
な
ど
の
３
つ
の
事
項
も
要
望
し
た
。

　
小
金
井
街
道
に
お
け
る
歩
行
者
空
間
の
課
題
へ
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
、
２
年
３
月
に
工
事
が
完
了
し
、
市

民
の
方
の
通
行
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
人
工
衛
星
の
脅
威
と
な
る
宇
宙
ご
み
や
不
審
衛
星
な

ど
の
監
視
任
務
に
従
事
す
る
自
衛
隊
初
の
宇
宙
専
門
部

隊
と
な
る
宇
宙
作
戦
隊
が
、
２
年
５
月
に
航
空
自
衛
隊

府
中
基
地
に
新
編
さ
れ
た
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ

を
了
承
し
た
。

市

庁

舎

建

設

特

別

委

員

会

　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
敷

地
拡
張
部
分
の
う
ち
、
北
西
側
の
建
物
が
存
在
し
て
い

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
引
渡
し
が
遅
れ
て
い
る

た
め
、
令
和
２
年
度
中
の
発
掘
調
査
の
完
了
及
び
適
正

な
調
査
期
間
の
確
保
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、

人
員
を
大
幅
に
増
員
す
る
な
ど
、
３
年
度
当
初
ま
で
に

は
完
了
で
き
る
よ
う
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
府
中
駅
北
第
２
庁
舎
来
庁
者
用
駐
車
場
に
つ
い
て
、

２
年
４
月
か
ら
近
隣
の
民
間
駐
車
場
及
び
府
中
駅
南
口

市
営
駐
車
場
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
利
用

方
法
が
分
か
り
に
く
い
等
の
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、
新

た
な
案
内
を
配
布
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
早
期
改
築
着
手
校
で
あ
る
第
八
小
学
校
及
び
第
一
中

学
校
の
改
築
に
伴
う
基
本
設
計
の
概
要
に
つ
い
て
、
上

位
計
画
で
あ
る
市
学
校
施
設
改
築
・
長
寿
命
化
改
修
計

画
に
示
さ
れ
て
い
る
学
校
施
設
の
全
体
整
備
方
針
に
加

え
、
２
校
の
立
地
環
境
や
学
校
の
歴
史
な
ど
、
独
自
性

を
生
か
せ
る
計
画
と
し
て
い
る
。

　
市
学
校
施
設
大
規
模
改
修
整
備
方
針
（
案
）
の
作
成

に
つ
い
て
、
同
計
画
で
定
め
た
第
２
グ
ル
ー
プ
の
学
校

で
、
老
朽
化
対
策
を
実
施
す
る
ま
で
に
、
必
要
と
な
る

具
体
的
な
大
規
模
改
修
事
業
の
整
備
方
針
を
定
め
る
と

と
も
に
、
改
築
事
業
が
完
了
し
た
学
校
に
つ
い
て
も
、

計
画
的
保
全
の
考
え
に
基
づ
き
、
事
業
後
に
必
要
と
な

る
具
体
的
な
大
規
模
改
修
事
業
の
整
備
方
針
を
定
め
る

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

一般質問・常任委員会・特別委員会

前
川

浩
子

議
員（
市
フ
ォ
）　

市
は
、
共
生
社
会
を
目
指
し
、

市
民
全
て
が
安
心
し
て
自
立

し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち

を
掲
げ
て
お
り
、
国
で
も
平

成
28
年
に
は
障
害
者
差
別
解

消
法
が
成
立
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
障
が
い

者
へ
の
差
別
解
消
に
つ
い
て
、

市
の
取
組
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
本
市
で
は
、
全
て
の

職
員
が
適
切
な
対
応
を
行
う

た
め
に
必
要
な
要
領
を
策
定

し
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
に

関
す
る
研
修
等
を
実
施
す
る

ほ
か
、
事
業
者
等
へ
障
が
い

に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員
　
市
立
小
・
中
学
校
で

の
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
、

理
解
さ
れ
ず
に
差
別
を
受
け

る
事
例
が
あ
る
と
聞
く
が
、

市
の
考
え
は
。

教
育
部
長
　
学
校
現
場
で
の

合
理
的
配
慮
や
差
別
解
消
の

理
解
に
つ
い
て
は
、
教
職
員

に
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な
姿

勢
等
の
一
つ
と
考
え
て
い
る

た
め
、
毎
年
、
各
学
校
の
校

内
研
修
等
を
実
施
し
て
い
る
。

を
避
け
る
た
め
、
市
は
新
た

な
避
難
所
の
確
保
を
検
討
す

べ
き
と
思
う
。
そ
こ
で
、
市

民
の
命
を
守
る
た
め
に
も
、

民
間
企
業
と
避
難
所
の
協
定

を
締
結
す
る
考
え
は
。

行
政
管
理
部
長
　
東
京
外
国

語
大
学
と
都
立
武
蔵
台
学
園
、

都
立
府
中
看
護
専
門
学
校
の

３
か
所
と
協
定
を
締
結
し
、

現
在
も
民
間
施
設
等
と
の
協

定
の
締
結
に
向
け
、
協
議
を

進
め
て
い
る
。

他

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
―
学
校
や
学
童
ク
ラ
ブ

等
で
の
対
応
に
つ
い
て
―

学
校
で
の
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て

差

別

を

受

け

る

事

例

が

あ

る

と

聞

く

が

市

の

考

え

は

合

理

的

配

慮

な

ど

の

理

解

は

教
職
員
に
求
め
ら
れ
る
姿
勢
等
の

一

つ

と

考

え

て

い

る

新たな避難所の確保を検討すべきと思うが
民間企業と避難所の協定を締結する考えは

都立武蔵台学園などの３か所と協定を締結し
現 在 も 民 間 施 設 等 と の
協定の締結に向け協議を進めている

　▲都立武蔵台学園

竹
内

祐
子

議
員（
共
産
）　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
避
難
所
に

は
、
感
染
リ
ス
ク
の
軽
減
に

有
効
と
さ
れ
る
物
品
器
材
等

を
備
蓄
し
て
い
る
の
か
。

行
政
管
理
部
長
　
現
在
、
避

難
所
用
の
備
蓄
は
な
い
が
、

感
染
症
の
拡
大
が
危
惧
さ
れ

る
時
期
に
避
難
所
を
開
設
す

る
場
合
は
、
マ
ス
ク
や
消
毒

液
等
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

議
員
　
避
難
所
の
密
集
状
態


